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2022年に改訂された新しい生徒指導提要。
そこには、
「生徒指導の定義」が、このように示されています。
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また、生徒指導の目的として、これまでも語られてきたことに加えて、
「子どもたち自身の幸福追求」と「社会に受け入れられる自己実現」を「支え
る」という
大きな目的も明文化されました。
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すべての子どもたちが
★「幸せになること」
★「自分らしく居られること」
★「自ら伸びていこうとすること」
これらを
★すべての教職員によって、★支え、応援する営み
それが「生徒指導」なのです。
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生徒指導のなかではぐくむ②
今回は「共感的な人間関係」をテーマに
みなさんと一緒に考えてみたいと思います。
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私たち教職員の仕事の多くは★
子ども、保護者、同僚など、
様々な人との繋がりを基盤として、成り立っています。
とりわけ、子どもたちとよりよい関係を築く力は、
私たち教職員にとって必要不可欠な資質能力であると言えるでしょう。
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子どもたちとかかわるときに、私たちが目の前の子どもの言動の、
どこに焦点をあててかかわるかによって、応答の仕方は異なってくるものです。

これについて、事例をもとに考えてみましょう。
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小学校2年生のAさんは、困ったことがあると、パニックになって泣き叫ぶこと
がよくある子どもでした。
Aさんがパニックを起こすと、いつも支援員のB先生がAさんにそっと近づき、か
わります。
するとAさんは落ち着きを取り戻すことが多くありました。

ある日の授業中、いつものように、Aさんがパニックを起こす場面がありました。
ところが、その日はたまたまB先生が出張で不在の日だったのです。
Aさんは★泣き叫び、B先生を大声で呼びました。
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この場面で、担任は、「B先生は今日出張でおられないこと」を説明し、
Aさんを納得させようと懸命にかかわりました。
「B先生を呼んで」というAさんの言葉に対して、
「それはできない」ということを伝えようとする言葉を繰り返したのです。

9



★けれどもこの応答をいくら繰り返しても、Aさんのパニックは収まることがあ
りませんでした。★
困り果てる担任の目の前で、しばらくAさんは泣き続けました。
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そんなAさんと担任のやりとりの様子を、少し離れたところから見守っていたの
は、養護教諭でした。
担任が懸命にかかわってもAさんのパニックが収まらなかったことから、
養護教諭はAさんにそっと近づいて、静かに一言、声をかけたのです★

「Aさん、B先生に来て欲しいんだねぇ・・・来てくれるといいよねぇ・・・」
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★すると、Aさんはこの一言で、落ち着きを取り戻し、★小さく「うん」と答え、
泣き止んだのです。
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この事例の、２つの応答を比較してみると、
★担任が最初に繰り返しかけたこの言葉は、
★「B先生を呼んで」というAさんの言葉にたいして
「それは出来ない」という事柄のみに焦点を当てた応答になっているといえます。

それに対して
★養護教諭の言葉がけは、
★「B先生に来て欲しい」というAさんの気持ちに焦点を当てた応答であるとい
えます。

このように、私たち大人が、目の前の子どもの言動の、何に焦点を当てるかに
よって、
声かけは変わってくると言えます。
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様々な他者とのよりよい関係を目指していくときに、
意識して取り組みたいこと。
それは、★目の前の相手の、感情にも焦点をあてて、かかわることです。

先ほどの事例では小学生を取り上げていましたが、
かかわる相手が中学生、高校生であっても、
意識して取組みたいことは同じです。

事柄への応答も大事ですが、それだけで終わらせず、
目の前の相手の感情へのレスポンスを意識的にしていくことが、
共感的な人間関係へと繋がっていきます。
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それでは、ここでミニワークを行います。
子どもの、このような言葉に、あなたはどんな一言を返しますか？
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２つのケースについて、考え、シートに記入をしてみましょう。
記入が終わったら、ペアやグループで、その内容について、話し合ってみてくだ
さい。
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記入と話し合いをしている間、動画は一旦停止をしてください。
話し合いが終わったら、動画の続きを再生してください。★５秒
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ケース１

「あー疲れた」という子どもの言葉に対して、
理由や原因を聞き出そうとしたり、決めつけたりすること、
「大丈夫大丈夫！」といった言葉がけ。
これらは、しばしば大人がやってしまいがちな応答の一例かもしれません。
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「あ～疲れた～」のその言葉を
「疲れたねぇ」と繰り返してもらったり、
温かい表情や声のトーンでの言葉かけをしてもらったりすることで、
気持ちに寄り添ってもらえた感覚をもつことができると、
子どもたちは、少し元気や前向きな気持ちをもつことができるのではないでしょ
うか。
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ケース２

このような子どもの訴えにたいして、
その思いを確かめることなく、
「できるか」「できないか」という事柄のみの応答になってしまったとき、
子どもはどのような気持ちになるでしょうか。
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「できるか」「できないか」についての応答も必要ではありますが、
その前にまず、どんな思いや願いがあって、このようなことを言ってきたのかと
いう
その子の気持ちに焦点を当て、かかわっていくことが大切です。
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人は、大人も子どもも、
誰もが、
自分の気持ちを★「わかってほしい」そのような存在です。

誰もがもっている、この「わかってほしい」という感覚にフォーカスし
誠実にかかわっていくことで、
「共感的な人間関係」を作っていきたいものです。
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自分のことを「わかってもらえた」という感覚を持つことができると、★
人は
安心感を持ち、★元気が出たり、★やる気が出たりするものです。★
少し冷静さや心のゆとりを取り戻すこともあるでしょう。

また、★「人の話を聞く力」は、「聴いてもらって分かってもらえた」という体
験を積み重ねることを通して
育まれていくものであるとも言われています。
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日々の生徒指導を通して、子どもたちとの温かで共感的な関係を目指していきた
いものです。

人と人との「関係性」は、何か特別な大きなことに取り組むことによってできる
ものではなく、
日々の、小さな、ささやかなやりとりの積み重ねによって、作られていくもので
す。

日々の生徒指導のなかで、みなさんが、これまでも取り組んでこられたこと、
そのかかわりの一つ一つが、子どもたちとのよりよい関係に、すべて繋がってい
るのです。
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最後に、子どもたちとの温かな関係づくりのために、
意識して使いたい言葉がけについて、振り返り、書き留めておくミニワークを行
います。

生徒指導の中で意識的に使いたい言葉、大事にしたい言葉、自分にとってしっく
りくる言葉は、
人それぞれ異なっているものです。
温かで共感的な人間関係をつくるという視点で、日頃自分自身が使っている言葉
に思いを馳せてみましょう。
シートの吹き出しの中に、あなたにとっての「大切な言葉」を、書き留めてみて
ください。
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BGM～約2分経過後次スライドへ～

26



★
自分なりの、「大切にしたい言葉」を日頃から見つけておき、
自分の「言葉の引き出し」にストックしておくことで
子どもたちへのかかわりに繋げることができたら、素敵ですね。
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★
また、時間があれば、書き留めた言葉や、その言葉にこめた思いについて、
互いに交流し合うことも、
自分の「かかわりの言葉の引き出し」を豊かにすることに繋がるでしょう。
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★
教職員みんなで、子どもたちの心に届く、温かな言葉かけをしていきたいもので
す。

2秒
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すべての子どもたちの
幸せと成⾧を願って

日々の生徒指導を通して、
教職員みんなで、
子どもたちを支え、応援していくことができますように。
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以上で本研修プログラムは終了となります。
お疲れ様でした。
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